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基礎地盤の諸定数　　1）地盤支持力

解表4-7　　安全率

-略-　　なお、斜面上でない高さ8ｍ以下の擁壁で、現地の試験を行うことが困難な場合には、解表4-8に示す

許容鉛直支持力度を使用してもよい。解表4-8の値は常時のものであり、地震時にはこの1.5倍の値としてもよい。

解表4-8　　基礎地盤の種類と許容鉛直支持力（常時値）

200～400

100～200

-

- -

-
30～50

20～30

15～30

10～15

200

200

100

10,000以上

10,000以上

1,000以上

1000

600

300

600

300

300密なもの

中位なもの

非常に硬いもの

硬いもの

岩盤

礫層

砂質地盤

粘性土地盤

基礎地盤の種類

亀裂の少ない均一な硬岩

亀裂の多い硬岩

軟岩・土丹

密なもの

密でないもの

基礎地盤の種類と許容鉛直支持力度

常時 地震時

3 2

N値
一軸圧縮強度
qa（ｋN/m2)

目安とする値
許容鉛直支持力度
qa（ｋN/m2)

株式会社ジオベクトル

GEOVECTOR
スタンプ

GEOVECTOR
テキスト ボックス


